
兜

政

毘

沙

門

天

の

背
zヨ．
おミ

ー
ー
そ
の
成
立
の
思
想
史
的
意
義

l
l

高

橋

実

昭

は

じ

め

に

私
は
こ
の
小
論
で
、
兜
抜
毘
沙
門
天
像
の
成
立
を
通
じ
て
、
東
西
文
化
の
交
流
と
こ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
政
治
的
並
び
に
紡
神
史
的

然
し
、
こ
れ
は
劣
し
い
文
献
の
中
で
は
非
常
に
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
幸
い

A
・
ス
タ
イ

γ
や
グ
ル
ン
ウ
ェ
ド
ル
、
ル
コ
ッ
ク
等
の
先
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影
響
を
考
え
て
み
た
い
。

学
の
調
査
さ
れ
た
資
料
、
並
び
に
、
大
蔵
経
や
玄
突
の
大
唐
西
域
記
を
参
照
に
し
て
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
み
た
い
。

1 

大
発
如
意
兜
敏
蔵
王
呪
経
に
は
知
意
蔵
王
は
十
種
の
降
魔
の
身
に
変
現
す
る
と
あ
る
。

一
、
無
畏
観
自
在
、
二
、
大
発
天
王
、
三
、
帝
釈
天
王
、
四
、
大
自
在
天
王

蔵
王

五
、
魔
酪
首
羅
天
王

七
、
兜
践

八
、
多
婆
天
王
、
九
、
九
道
尊
星

十
、
牛
頭
天
王
〈
傍
線
筆
者
〉

兜
践
毘
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉



兜
紋
毘
沙
門
天
の
背
R
M

〈
高
橋
〉

か
く
普
通
形
毘
沙
門
天
像
と
兜
敏
形
毘
沙
門
天
像
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

然
し
て
、
こ
の
兜
敏
蔵
王
に
つ
い
て
は

。
。

。
。

兜
紘
蔵
王
其
威
徳
自
在
亦
如
－
玩
沙
門
天
王
－、
身
相
而
貌
悲
悠
降
魔
、
士
口
符
円
満
、

権
－－現
兜
紋
国
大
王
形

。

。
。

。
。
。

像一
、
尽
解
＝
脱
急
難
－
、
不
ν離
－
一
人
身
－
不
レ
代
ニ
人
体
一
、
唯
所
ニ
具
足
一
威
光
、
飛
興
期
天
、
遊
変
円以
有
－
一
自
在
一
、
帯
＝
持
大
万
横
剣
－
、

有
＝無
H
A
福
智
光
明－
、

護支田
敦燈紙本版画（開運四年A •D • 九四七年〉大英博物館蔵
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＝
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－
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安
静
結
坐
、」

具
－－如
ν
是
大
勢
威
力
－、
放
回
二
済
衆

生
－、
種
々
心
願
悉
令
－
一
満
足
一云云

（大
正
蔵
、
国
像
、
第
四
巻
、
三

五
三
頁
C
）

ー寸

」
悠
者

と
あ
る
。
こ
の
経
は
大
蔵
経
に
そ
の
名

の
見
え
な
い
経
典
で
、
且
つ
又
、
仏
教

の
パ
ン
テ

ィ
オ
γ
に
存
在
し
な
い
牛
頭

1 

天
王
な
ど
の
名
が
あ
る
か
ら
、

中
国
の



宋
時
代
の
新
作
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
編
纂
の
阿
婆
縛
抄
に
も
「
新
渡
の
続
山
内
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
藤
原
時
代
に
我
が
固
に
伝

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
然
し
て
間
組
は
こ
の
経
の
生
れ
た
時
に
、
兜
鉱
山
地
沙
門
天
像
が
紋
uT
や
成
立
し
て
い
て
、
二
種
の
昆
沙

門
天
像
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
差
は
、
普
通
形
の
そ
れ
は
、
写
真
2
の
如
く
邪
鬼
を
ふ
ん
ま
え
、
躍
動
的
で
左
右
が
不
整
合
で
あ
る
の
に
対
し
、
兜
肱
形

は
地
天
が
出
仰
げ
る
形
で
、
正
面
性
、
や
や
硬
直
化
が
目
立
つ
が
、
頭
に
臥
凪
の
つ
い
た
冠
を
か
む
り
、
膝
ま
で
垂
れ
た
左
前
の
金
鎖
の
鎧
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2 

を
つ
け
、
腕
に
は
海
必
簡
手
と
い
わ
れ
る
金
制
汁
を
つ
づ
っ
た
卯
状
の
納
を
つ
け
て
い
る
。
特
に
杵
泌
形
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
性
は
西
城
教

埠
の
壁
画
に
ま
で
及
ん
で
、
そ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

兜
時
臥
毘
沙
門
天
の
背
景
（
肉
眼
悩
）



兜
駿
見
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
）

こ
の
傾
向
は
日
本
に
ま
で
及
び
、
兜
抜
形
は
羅
城
門
楼
上
に
置
か
れ
た
と
い
う
、
京
都
の
東
寺
の
像
と
他
の
普
通
形
の
昆
沙
門
像
の
対

比
で
も
明
ら
か
で
あ
る
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
東
寺
の
像
が
実
に
西
域
的
な
の
に
比
し
て
、
兵
庫
県
の
達
身
寺
の
そ
れ
は
普
通
形
の
毘
沙

門
天
の
服
装
に
同
化
し
、
紀
州
道
成
寺
で
は
更
に
一
歩
こ
の
傾
向
を
進
め
、
大
宰
府
の
観
世
音
寺
の
も
の
に
な
る
と
、
両
足
が
地
天
に
支

あ
b
せ

え
ら
れ
る
の
を
除
い
て
、
何
ら
異
な
る
所
が
な
く
な
っ
て
来
る
ov

従
っ
て
、
こ
の
兜
践
形
が
左
柾
や
正
面
性
等
後
述
の
如
き
西
域
風
の
特

徴
を
も
っ
所
か
ら
、
そ
の
成
立
の
場
所
が
推
定
さ
れ
る
。
否
そ
の
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
所
で
こ
う
し
た
像
を
作
り
出
し
た
思
想

的
変
化
が
、
な
ぜ
も
た
ら
さ
れ
た
か
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
普
通
毘
沙
門
天
像
が
、
邪
鬼
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る
。
邪
鬼
側
か
ら
す
れ
ば
、

「
他
動
的
に
ふ
ん
ま
え
ら
れ
て
い
る
」
も
の
か
ら

写
真
1
の
如
く
「
主
体
的
に
」
毘
沙
門
天
を
「
捧
げ
も
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
「
思
想
的
深
化
」

「
立
場
の
飛
躍
」
が
示
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。
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2 

そ
も
そ
も
見
沙
門
天
の
ル
l
ツ
は
パ

l
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ
l
ラ
の
ス
ト
ゥ
l
パ
の
欄
楯
の
柱
に
彫
ら
れ
て
い
る
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク
シ

ー
の
よ
う
に
、
大
地
の
生
命
力
に
対
す
る
信
仰
に
根
ざ
す
。
大
地
の
生
命
力
の
表
現
が
聖
樹
で
あ
り
、
そ
の
人
格
化
が
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク

シ
ー
で
あ
る
。
こ
の
一
体
化
を
表
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
彫
刻
が
あ
る
。
写
真
4
の
如
く
表
か
ら
見
る
と
盛
満
な
ヤ
ク
シ
l
像
だ
が
裏
面
は

植
物
の
茎
や
花
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
の
ヤ
ク
シ
ヤ
で
も
同

bv写
真
5
の
如
く
巨
大
な
ヤ
ク
シ
ヤ
の
両
足
の
聞
に
木
の
芽
が
崩
え
出
て

こ
れ
は
写
真
3
の
如
く
豊
満
な
女
神
が
足
を
木
の
幹
に
か
ら
め
、

像
」
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

い
る
か
ら
で
あ
る
。

手
で
枝
を
つ
か
ん
で
い
る

「
樹
と
夜
叉
の
一
体



兜
級
協
沙
門
え
の
相
川
川
川
（
高
崎
〉

4 マトウーラヤクシニー

マトウーラ博必
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兜
絞
毘
沙
門
天
の
拘
H
品
川
〈
高
橋
〉

マトウーラi事正義ヤタシヤ5 
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然
も
こ
れ
ら
の
像
は
不
可
思
議
な
も
の
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る
。
人
間
ら
し
い
も
の
、
牛
や
馬
、
ま
し
て
マ
カ
ラ
と
い

っ
て
、
尾
が
魚
で

体
が
動
物
の
も
の
、
民
に
は
植
物
の
花
や
水
の
珪
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
地
の
生
命
力
、
そ
の
大
地
を
し
て
脱
線
な
ら
し
め
る
モ
ン
ス

《

7
v

l
ン
の
雨
即
ち
「
水
」
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
不
可
思
議
な
も
の
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る
像
を
見
て
い
る
と
、
明
ら
か
に
将
泊
昆
沙
門
天
の

「邪
山
地
」
は
こ
の
イ
ン
ド
の
伝
統

の
下
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
然
し
こ
れ
に
対
し
て
前
述
の
如
く
、
意
識
的
に
「
持
げ
も
つ
」
も
の
は
臭
っ
た
系
統
の
も
の
と
い
え
よ

ぅ。



イ
ン
ド
の
大
自
然
か
ら
生
れ
た
夜
叉
信
仰
は
、
孔
雀
王
呪
経
の
示
す
が
如
く
、
各
種
族
で
、
恰
も
ト
ー
テ
ム
神
の
如
く
、
夫
々
部
族
の

主
神
と
し
て
記
ら
れ
て
居
り
、
総
数
二
百
に
及
ぶ
夜
叉
を
中
心
に
彼
等
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
生
活
が
大

樹
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
根
方
で
寄
り
合
い
、
冠
婚
葬
祭
等
の
通
過
儀
礼
を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
生
活
は
そ
の
土
地
そ
の
土
地
の
い
ろ
い

ろ
の
大
樹
と
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
原
始
経
典
に
随
所
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

然
し
、
人
聞
の
意
識
が
発
達
し
て
来
る
と
、
人
聞
社
会
の
状
態
の
感
情
移
入
が
こ
の
夜
叉
の
世
界
に
ま
で
及
び
、
主
長
と
家
来
の
系
統

だ
て
が
行
わ
れ
た
、
そ
の
頂
点
に
立
っ
た
の
が
、
バ
イ
ス
ラ
パ
I
ナ
（
毘
沙
門
天
）
で
あ
っ
た
。

長
阿
含
第
二
十
第
四
分
世
記
経
四
天
王
品
第
七

「
若
毘
沙
門
天
王
。
欲
詣
伽
見
延
頭
園
遊
規
時
。
即
念
提
頭
頼
天
王
。
提
頭
頼
天
王
復
自
念
言
。
今
毘
沙
門
王
念
我
。
即
自
荘
厳
駕

毘
沙
門
天
王
常
有
五
大
鬼
神
。
待
衛
左
右
。

一
名
般
閤
楼
。
二
名
檀
陀
羅
。
三
名
越
摩
故
陀
。
四
名
提
偏
縁
。
五
名
修
逸
路
摩
。
此
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乗
宝
車
。
真
無
数
乾
沓
和
神
前
後
囲
遇
。
詣
毘
沙
門
天
王
前
於
一
面
立
。
：
：
：
昆
楼
劫
天
王
：
：
：
昆
楼
婆
叉
：
：
：
四
天
王
大
臣
：
：
：

五
鬼
。
常
随
待
街
。
昆
沙
門
玉
福
報
功
徳
威
神
是
。
」

（
長
阿
含
世
記
経
四
天
王
品
）
と
。

（
大
正

I
l
－－一一
O
c）

起
世
経
巻
第
六
四
天
王
品

。
。
。
。

「
爾
時
昆
沙
門
大
天
王
、
即
亦
自
著
＝
衆
宝
現
洛
ス
荘
＝
厳
其
身
ス
駕
コ
種
種
乗
－
、
与
コ
提
頭
頼
昭
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

大
天
王
－
、
各
将
＝
所
属
諸
天
王
衆
－
、
前
後
囲
透
、
皆
共
往
－
－
詣
迦
見
延
多
国
苑
乙
到
巳
在
＝
苑
門
前
九
暫
時
停
住
、

毘
楼
勅
迦
、

枇
楼
博
叉
等
四

諸
比
丘
、

其

迦
昆
延
多
苑
中
、
自
然
而
有
三
ニ
種
風
輪
－
、
謂
－
－
閲
浄
吹
－
、
関
者
関
＝
彼
園
門
六
浄
者
浄
＝
其
園
地
－
、

楼o瓢
勤。鴎
迦。、
天。諸
王。比
、丘

此。
楼。迦
博o毘
叉。延
天o多
玉。苑
笥。宍
与。所
＝レ
諸o散
小。衆
王。花
及。
衆o積
巻。至
害。手
因。膝
遺。ー、

吹
者
吹
－
－
其
園
樹
－
、
令
ν花

0

0

0

0

0

0

 

種
々
香
気
周
遍
普
薫
「
雨
時
毘
沙
門
大
天
王
、
提
頭
旗
陀
天
王
、

。
。
。
。
。
。
。
。

共
入
＝
迦
昆
延
多
苑
中
－
、

燥
浴
遊
戯
、

種
々
受
楽
、

李
被
園

兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
〈
高
橋
〉



兜
紋
川地
沙
門
天
の
河
川
以
ハ
高
僑
〉

中
｝
投
浴
誌
じ
」

〈
大
正

l
l
l
三
四

O
a）

こ
れ
は
毘
沙
門
天
王
が
他
の
三
天
王
や
そ
の
作
肢
を
従
え
て
凶
苑
に
遊
ぶ
牧
民
の
「
行
進
天
王
国
〈
写
真
6
〉
」
が
こ
れ
を
図
示
し
て

い
る
如
く
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
と
時
代
的
に
も
前
後
す

大英博物館蔵

る
が
、
ガ
ン
ダ
i
ラ
で
は
、
土
俗
神
パ

ン
チ
カ
と
ハ
l
リ
テ
ィ
が
信
仰
さ
れ
て

い
た
が
、
西
か
ら
の
外
来
民
族
は
、
～日凶

教的問中行道天王図

の
神
で
あ
る
火
の
神
フ
ア
ロ
ー
や
、
生

( 98 ) 

を y[
も別
つ殖
ての
入 1J11
つ ア
てル
＊・ド
たタ。

手ノ

こョ
れ｜
ら（の
.10 
か~ IJ・
ガ 仰

ン
〆
l
ラ
の
地
で

「
判
A
H
」
し
た
。
判

〈け
と
は
同
じ
性
絡
の
仙
仰
を

一
方
の
民
肱

6 

は
パ
ン
チ
カ
と
し
、
他
の
民
族
は
フ
7

ロ
l
、
叉
ハ
l
リ
テ
ィ
ー
を
ア
ル
ド
グ

シ
ョ
！
と
凡
な
し
て

一
つ
の
も
の
を
阿

方
で
寸
前
な
く
い
仰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
民
民
族
雑
M
仙の品川
u
u刷
的
世
界
な
ら
で
は
の
妥
協
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ク
シ
ャ
ン
朝
で

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
閲
し
て
は
、
私
は
い
ろ
い
ろ
の
論
文
で
述
べ
て
米
た
。



と
の
綜
A
けで
あ
る
。
即
ち
、

タフト ・イ ・パーイ llU:
フア ローとアノレドタショー（パγチカとハー リティ〉

物λ；！）~Ii.It館~Ji.

7 

民
に
、
ζ

れ
ら
が
仏
教
の
中
に
と
り
入

れ
ら
れ
て
米
る
。
火
の
神
フ
ア
ロ
ー
と
習

合
し
た
パ
ン
チ
カ
は
イ
ン
ド
の
ヤ
ク
シ
ヤ

ヤ
タ
シ
！
の
主
民
た
る
ク
ベ
ラ

・
パ
イ

ス
ラ
パ
l
ナ
の
五
人
の
大
将
軍
と
し
（
前

述
長
阿
含
世
必
経
〉
や
が
て
山
地
沙
門
天
そ

の
も
の
と
叩
符
合
さ
れ
て
民
別
が
分
ら
な
く

な
っ
て
行
く
。

一
万
ア
ル
ド
ク
シ
ョ

！
と

判
介
し
た
ハ

l
リ
テ
ィ
ー
は
、
こ
れ
父
山
地

c 99 ) 

子
母
仰
と
し
て
、
仏
教
の
中
に
そ
の
地
位

を
占
め
た
。

引
払
が
特
に
興
味
を
も
つ
の
は
、
凶
方
の

「火
」
の
仰
と
、
イ
ン
ド
の
「
水
」
の
神

イ
ン
ド
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
州
に
よ

っ
て
、

「樹
が
小
い
え
収
股
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
が
こ
す
れ
合
っ
て

「
火」

「
水
↓
火
」
と
い
う
思
想
系
体
が
リ
グ

・
ベ
l
〆
以
米
の
伝
統
で
あ
る
。

が
出
る
。

て
%
と
な
り
、
物
淡
い
．
山
を
降
ら
す
。
砂
淡
の
．
山
は

「
ノ
ア
の
箱
舟
」

一
方
砂
出
で
は
、
強
烈
な
太
山
酬
が
す
べ
て
を
焼
き
つ
く
す
。
地
上
の
水
分
を
余
す
と
己
ろ
な
く
地
表
か
ら
え
一
発
さ
せ
る
。
こ
れ
が
集
つ

す
べ
て
の
生
命
を
洗
い
流
す
が
如
く
供

の
仰
げ
中
川
の
．．
 

小
す
が
如
く
、

山
%
減
陀
沙
門
大
の
品
川
氏

（N
M
締）



兜
践
毘
沙
門
天
の
拘
川
氏
（
尚
橋
〉

水
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
砂
淡
に
生
命
の

「
再
生
」

「
観
活
」
を
も
た

ら
す
。
私
の
体
験
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
パ
ル
フ
で
、
或
は
シ
リ
ヤ

砂
川
出
で
、
は
た
又
イ
ラ
ン
の
シ
ラ
l
ズ
か
ら
ベ
ル
セ
ポ
リ
久
へ
の
道
で

こ
の
「
火
に
よ
る
．
山
」
に
よ
っ
て
砂
漠
が
再
生
し
、
前
に
nル
た
焼
け
来

ベノレシャワノレ博誠

て
た
砂
肢
と
全
く
別
物
と
忠
わ
れ
る
純
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
砂
川
山
で
は

ハ

mv

「
火
↓
水
」
の
桃
図
が
見
ら
れ
た
。

か
く
て
火
の
神
た
る
フ
ア
ロ

！
と
水
の
神
ヤ
ク
シ
ヤ

・
ヤ
ク
シ
l
が

習
合
し
て
パ
ン
チ
カ
と
な
り
ク
ベ
ラ

・
パ
イ
ス
ラ
l
パ
1
ナ
と
な
る
こ

と
は
「
火
」
と
「
水
」
の
両
文
化
が
、
毘
沙
門
天
の
中
に
綜
合
凝
結
さ

(JOO) 

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

3 

こ
う
し
た
「
火
」
と

「水
」
の
文
化
を
兼
ね
そ
な
え
た
毘
沙
門
天
が

仏
教
の
中
に
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
行
く
。
例
え
ば
ガ
ン
ダ
1
ラ
彫

刻
の
「
仏
鉢
供
長
図
」
の
如
く
、
一
二
天
王
と
共
に
釈
却
に
「
鉢
」
を
供

長
し
て
い
る
像
の
よ
う
に
、
仏
教
の
中
に
深
く
か
か
わ
っ
て
米
る
。

然
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
土
木
だ
武
装
し
て
い
な
い
で、

ギ



リ
シ
ャ
の
服
装
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
且
つ
文
段
々
武
器
を
も
っ
た
も
の
が
現
れ
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
紋
た
る
も
の
は
タ
カ

ー
ル
出
土
の
巨
大
な
パ
ン
チ
カ
倣
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
サ
リ
パ
ロ

1
ル
山
土
の
三
メ
の
陥
引
を
も
ち
牙
を
む
き
出
し
た
鬼
子
母
神
の
像
に
つ

《

M）

ク
シ
ヤ
ソ
と
い
う
国
家
の

い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
共
に
守
護
神
的
性
幹
怖
が
出
て
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
然
も
、
個
人
と
い
う
よ
り
、

安
寧
を
祈
る
方
向
に
進
み
、
更
に
西
域
に
仏
教
が
進
む
と
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
行
く
。

兜
政
川
地
沙
門
天
の
拘H
n
M

（高
橋
）

ホール｜$誠

然
ら
ば
こ
の

「
守
護
神
的
性
的
」
は
ど

の
施
聞
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

大
西
西
域
記
巻
第
一

、
迦
皐
試
国
の

パンチカラ

条仏
院
東
川
市
大
神
ド
ぃ
像
右
下
状
地
球

(IOI) 

宝
、
賀
子
之
所
蔵
也、

故
其
銘
目
、

伽
藍
何
時
棋
取
以
修
治
、
近
有
辺
主
食

秘
凶
暴
、
附
此
伽
既
多
蔵
珍
宝
、
駆

遂
僧
徒
方
市
発
掘
、
神
王
冠
中
開削鵡

烏
像
乃
密
羽
驚
鳴
地
為
箆
動
、
王
及

制
刈
附
刻
側
吋
．

久
而
得
起
謝
件
以

U

附
（
大
日
｜
八
七
回

a
）
傍
線
唱
者

9 

と
、
ヵ
ニ
シ
カ
の
夏
の
都
カ
ピ
シ
に
あ



兜
践
毘
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉

っ
た
シ
ナ
か
ら
送
ら
れ
た
人
質
の
寺
の
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
財
宝
を
盗
ろ
う
と
し
た
盗
賊
に
、
天
王
の
冠
の
鳥
が
ば
た
ば
た
し
て
、
大
地

震
が
起
り
、
矯
い
た
盗
賊
は
逃
げ
去
っ
た
と
か
、
或
は
大
唐
西
域
記
巻
一
縛
喝
国
の
納
縛
僧
伽
藍
で

：
・
近
突
厭
葉
護
可
汗
子
島
葉
護
可
汗
、
傾
其
部
落
率
其
戎
旅
奄
襲
伽
藍
欲
図
珍
宝
、
去
此
不
遠
屯
軍
野
次
、
其
夜
夢
見
此
沙
門
天

日
、
汝
有
何
力
敢
壊
伽
藍
、
因
以
長
戟
貫
徹
胸
背
、
可
汗
驚
籍
便
苦
心
捕
、
遂
告
群
属
所
夢
符
、
徴
馳
諦
衆
僧
方
伸
機
謝
、
未
及
返

命
巳
従
弘
残
伽
藍
内
：
：
：
（
大
田
｜
八
七
二
C
〉
傍
線
筆
者

で
突
厭
王
が
毘
沙
門
天
の
寺
を
攻
撃
伽
藍
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
前
夜
、
夢
枕
に
立
た
れ
た
天
王
は
長
い
槍
で
王
の
胸
を
つ
き
さ
し
た
。

篤
い
た
王
は
神
前
で
俄
悔
し
よ
う
と
し
た
が
、
時
既
に
お
そ
く
絶
命
し
た
と
あ
る
。

更
に
担
躍
旦
那
国
の
条
に
は

：
：
：
其
王
遷
ν都
作
レ
邑
、
建
レ
国
安
レ
人
、
功
績
己
成
、
歯
重
云
幕
、
未
レ
有
－
－
胤
嗣
一
、
恐
レ
絶
＝
宗
緒
－
、
乃
往
－
－
毘
沙
門
天
神
所
－
、
祈

(102) 

説
諦
レ
嗣
神
像
額
上
、
剖
＝
出
嬰
該
六
捧
以
回
レ
駕
、
国
人
称
ν鹿
。
既
不
ν飲
レ
乳
、
恐
コ
其
不
v
寿、

尋
詣
－
一
神
澗
－
、

重
論
－
－
育
養
－
。

神
前
之
地
、
忽
然
隆
起
、
其
状
如
レ
乳
、
神
竜
飲
晩
、
遂
至
＝
成
立
－
、

智
勇
光
ν前、

風
教
還
被
、

遂
営
二
神
岡
－
、

宗
＝
先
祖
－
也
。

自
レ
放
巳
降
、
変
世
相
承
、
伝
レ
国
君
臨
、
不
レ
失
コ
其
緒
－
、
故
今
神
廟
多
一
一
諸
珍
宝
－
、

拝
澗
享
祭
無
レ
替
－
－
於
時
－
。

地
乳
所
レ
育
、
因

為
－
－
国
号
－
。

〈
大
正
蔵
、
第
五
十
一
、
九
四
三
頁
b
）
傍
線
筆
者

と
あ
り
、
今
の
西
域
ホ
l
タ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
国
主
に
子
が
な
か
っ
た
の
で
毘
沙
門
天
王
に
祈
る
と
天
王

の
頭
か
ら
赤
子
が
請
出
し
た
。

（
写
真
1
の
毘
沙
門
天
の
向
っ
て
右
の
待
者
に
よ
っ
て
捧
げ
も
た
れ
た
小
児
が
そ
れ
を
示
す
）
然
し
こ
の

子
は
乳
を
飲
ま
な
か
っ
た
の
で
、
再
び
祈
る
と
神
前
の
地
が
隆
起
し
て
、
恰
も
乳
房
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
子
供
は
こ
れ
に
む
し
ゃ
ぶ
り
つ

い
て
乳
を
飲
ん
で
成
長
、
こ
れ
が
こ
の
国
の
先
祖
と
な
っ
た
と
あ
る
。



然
し
て
問
題
な
の
は
、
こ
の
後
で
大
唐
西
域
記
に
鼠
が
こ
の
国
を
放
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

此
沙
硝
中
鼠
大
如
レ
蛸
、
其
毛
則
金
銀
異
レ

。。

時
盟
薩

玉

城

西

百

五

六

十

里

、

並

鼠

嬢

墳

也

、

。

。

。

色
、
為
－
－
其
群
之
曾
長
六
毎
出
レ
穴
遊
止
則
群
鼠
為

y従
。
背
者
側
奴
率
＝
数
十
万
衆
－
定
－
－
掠
辺
容
、

旦
那
玉
率
－
－
数
万
兵
－
、
恐
＝
力
不
v敵
、
索
知
－
一
碩
中
鼠
－
奇
而
未
神
也
、
泊
－
－
乎
窟
至
－
無
ν所
ν求
レ
数
、
君
臣
鍵
恐
莫
ν知
－
－
図
計
六
荷

大
沙
硝
正
路
中
有
＝
堆
阜
－
、

聞
＝
之
土
俗
－
目
、

至
＝
鼠
墳
側
一
屯
レ
軍
、

復
設
レ
祭
焚
レ
香
請
レ
鼠
、
翼
其
有
レ
護
少
加
－
－
軍
力
－
。
其
夜
極
陸
旦
那
王
夢
見
－
一
大
鼠
－
、
日
敬
欲
－
一
相
助
－
、

願
早
治
ν兵、

旦
日
合
戦

必
当
ニ
克
勝
－
樫
薩
旦
那
王
知
レ
有
－
－
霊
祐
－
、
遂
整
コ
戎
馬
二
申
令
＝
将
士
－
、
未
明
而
行
、
長
駆
掩
襲
、
何
奴
之
聞
也
、
英
ν
不
レ
儲
湾
、

。
。
。
。

方
欲
＝
駕
レ
乗
被
p
鎧
、
而
諸
馬
鞍
人
服
弓
弦
甲
純
、
凡
厭
帯
糸
鼠
皆
醤
断
、
兵
窟
既
臨
市
縛
受
レ
獄
、
於
ν是
殺
＝
其
将
ス
虜
－
－
其
兵
－
、

。
。
。
。

何
奴
箆
倍
以
為
＝
神
霊
所
p
祐
也
。
撞
薩
旦
那
玉
感
＝
鼠
厚
恩
－
建
レ
洞
設
ν祭
云
々
ハ
大
正
日
｜
九
四
四

a
b〉

こ
れ
は
見
沙
門
天
王
の
名
は
出
て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
、
毘
沙
門
天
王
の
春
属
と
し
て
の
鼠
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
不
空
訳
毘
沙
門

(103) 

天
王
儀
軌
の
西
城
の
安
西
裁
と
同
じ
話
だ
か
ら
、

ホ

1
タ
ン
で
も
前
述
の
子
供
を
与
え
た
財
宝
神
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
守
護
神
と
し

て
和
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

毘
沙
門
天
王
儀
軌
に

領
天
兵
救
援
安
西
故
来
辞
。
聖
人
設
食
発
遣
。
至
其
年
四
月
日
。
安
西
表
到
云
。
去
二
月
十
一
日
巳
後
午
前
。
去
域
東
北
三
十
塁
。

有
雲
霧
斗
問
。
霧
中
有
人
。
身
長
一
丈
。
約
三
五
百
人
尽
著
金
甲
。
至
酉
後
鼓
角
大
鳴
。
声
援
三
百
里
。
地
動
山
崩
停
住
＝
百
。
五

国
大
健
尽
退
軍
。
抽
兵
諸
営
墜
中
。
並
是
金
鼠
岐
弓
考
絃
。
及
器
械
損
断
尽
不
堪
用
。
有
老
弱
去
不
得
者
。
臣
所
管
兵
欲
損
之
。
空

中
云
放
去
不
須
殺
。
尋
戸
反
顧
斌
北
門
楼
上
有
大
光
明
。
毘
沙
門
天
王
見
身
於
楼
上
。

（
大
正

l
m
l二
二
八
b
〉

即
ち
安
西
裁
が
と
り
か
こ
ま
れ
た
の
で
見
沙
門
天
主
に
祈
る
と
数
百
の
丈
余
の
天
兵
が
鎧
を
着
て
霧
の
中
か
ら
出
来
、
太
鼓
等
で
大
声

兜
蹴
毘
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
〉



兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
）

を
あ
げ
た
の
で
、
三
百
里
に
わ
た
っ
て
、
大
地
が
振
動
し
、
山
が
崩
れ
た
の
で
、
大
軍
は
退
散
。
そ
の
夜
、
金
の
鼠
が
現
れ
て
鎧
や
弓
の

糸
を
食
い
ち
ぎ
り
、
更
に
、
北
門
楼
上
で
大
光
明
が
出
、
毘
沙
門
天
王
が
現
れ
た
の
で
生
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出
し
た
。

「
不
空
伝
」
の
条
の
如
く

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

：
：
：
蕃
部
驚
潰
、
彼
営
塁
中
有
ν
鼠
、
金
色
咋
＝
弓
脅
弦
－
皆
絶
、
城
北
門
楼
有
＝
光
明
天
王
－
、

『
宋
高
僧
伝
』
巻
第
一

怒
視
蕃
帥
大
奔
、

帝
覧
ν奏
謝
レ
空
、

因
勅
＝
諸
道
－
城
楼
置
＝
天
王
像
－
、
此
其
始
也
。

〈
大
正
蔵
、
第
五
十
、
七
一
四
頁

a
〉
傍
線
筆
者

そ
こ
で
帝
王
は
諸
道
に
命
令
し
て
、
城
の
楼
門
に
は
毘
沙
門
天
像
を
把
ら
し
め
た
。
楼
門
に
天
王
像
を
置
く
は
じ
め
で
あ
る
と
あ
る
。

か
く
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ピ
シ
、
バ
ル
フ
、
そ
し
て
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
は
さ
ん
で
南
北
の
ホ
l
タ
ン
、

ク
ツ
チ
ヤ
と
い
う

範
囲
に
守
護
神
と
し
て
の
毘
沙
門
天
信
仰
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
砂
漠
の
オ
ワ
シ
ス
国
家
は
規
模
が
小
さ
い
。
そ
し
て
平
和
的

な
通
商
で
生
き
て
い
る
為
軍
事
的
に
は
強
く
な
い
。
為
に
制
奴
等
の
強
大
な
遊
牧
国
家
が
攻
め
て
来
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
そ
こ
で

( 104) 

タ
カ
l
ル
出
土
の
像
の
如
き
、
守
護
神
的
性
格
が
ま
す
ま
す
要
請
さ
れ
て
来
た
。
こ
う
し
た
性
格
を
強
調
し
た
一
つ
が
「
兜
践
」
形
の
毘

沙
門
天
像
の
出
現
で
あ
る
と
思
う
。

4 

兜
抜
形
で
は
い
ろ
い
ろ
の
特
徴
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
を
オ
l
レ
ル
・
ス
タ
イ

γ
が
敦
埠
で
入
手
し
た
と
い
わ
れ
る
大
英
博
物
館
蔵
画
像

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
読
者
は
前
掲
写
真
1
の
特
徴
を
以
下
の
記
述
と
照
し
合
せ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
、
鳥

カ
ピ
シ
で
盗
賊
が
天
王
の
冠
の
烏
が
羽
ば
た
く
の
に
驚
い
て
逃
げ
た
と
の
大
唐
西
域
記
の
記
事
や
、
安
西
棋
の
像
を
模
し
た
と
い
わ
れ



く
り
で
、
サ
サ
ン
ベ
ル
シ
ャ
の
武
人
の
典
型
を
毘
沙
門
天
像
に
見
る
思
い
が
す
る
。

B
、
火

スワット出土焔Ji1仏（川から火、足から水〉上の刈にfl：怠
唱者員長

る
束
ヰ
寸
蔵
の
像
の
冠
に
凧
凪
が
あ
る
。
勿
論

』
の
鳳
凪
は
小
国
交
化
の
影
細
川
で
あ
る
が
、

も
と
も
と
は
フ
フ
ァ
ル
ナ

フ

（
魂
）
を
天
に

迎
ぶ
応
で
あ
る
。
従
っ
て
写
真
刊
の
如
く
ガ

し、ン

るハ ダ
o!§ I 

最ラ
もの
有彫
名 刻
なの
の部
は分

タ 沢
キ山
シ描
ラカ、

のれ
ギて

リ
シ
ャ
人
の
町
シ
ル
カ
ッ
プ
の
双
訓
酬
の
鷲
の

寺
院
の
も
の
で
あ
る
。

毘
沙
門
天
像
の
冠
の
上
に
も

μ全
体
の
も

( 105) 

の
や
、
写
真
1
の
冠
の
如
く
羽
根
を
ひ
ろ
げ

た
さ
ま
を
図
案
化
し
た
冠
を
か
ぶ
っ
た
も
の

も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
写
真
日
の
イ
ラ
ソ
の
コ

10 

ス
ロ

l
ニ
世
の
狩
猟
図
の
王
の
頭
部
と
そ
っ

写
真
1
の
敦
慢
の
画
像
の
如
く
、
房
か
ら
三
日
月
を
立
て
た
よ
う
に
頭
部
の
両
側
に
火
炎
が
立
ち
の
ぼ

っ
て
い
る。

（
松
本
氏

兜
政
毘
沙
門
天
の
掛
H
R
M

（
雨
続
〉

所
制
「
火
焔
光
背
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
災
博
物
館
蔵
の
絹
本
兜
践
像
や
七
リ
ン
デ
ィ
ア

H
O
ロ

ハ
デ
リ
1
中
亜
博
蔵
）



兜
冊
以
毘
沙
門
天
の
背
R
M

ハ
高
橋
〉

敦
埠
画
の
研
究
附
図

5
5
H
N
N
白
〉
等
で
も
同
じ

で
あ
る
。
兜
敏
形
で
は
な
い
が
写
真
6
の
教
埠
行

道
天
王
像
に
至
つ
て
は
炎
々
た
る
炎
が
頭
部
の
前

後
に
た
な
び
く
。

」れ
ら
は
法
天
訳

「
仏
説
毘
沙
門
天
経
」
に

北
方
世
界
有
薬
叉
名
倶
吠
螺
有
大
威
徳
身
光
織

盛
如
大
火
焔
〈
大
正
｜
幻
｜
一
一
一
七
b
〉

と
あ
る
。
問
題
は
経
由
州
が
先
か
、
こ
う
し
た
像
や

絵
が
先
か
で
あ
ろ
う
が
、
常
識
的
に
「
火
」
の
文

化
を
背
景
と
し
て
、
こ
う
し
た
経
典
の
文
市
が
出

来
た
と
々
え
る
方
が
’
H
然
で
あ
る
。

火
は
リ
グ

・
ベ
l
〆
以
来
イ
ン
ド
に
あ
る
こ
と

は
勿
論
だ
が
、
こ
の
オ
ワ
シ
ス
国
家
椋
は
ベ
ル
シ

ャ
系
の
人
種
で
あ
り
、

ササンi:PIコスローニ也符猟文銀llJL
松本氏敦但画研究より複写

( 106) 

11 

且
つ
叉
ベ
ル
シ
ャ
系
の
文
化
が
多
く
こ
の
地
に
流
入
し
て
い
る
か
ら
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
ま
で
特
定
出
来
な
い

c、
長
い
ス
カ
ー
フ

ま
で
も
等
、
ベ
ル
シ
ャ
の
「
火
」
の
宗
教
の
影
山
首
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
児
沙
門
天
像
で
も
肩
か
ら
体
の
両
側
に
長
い
布
を
虫
ら
し
た
も
の
が
あ
る
。
今
は
原
型
の
意
味
を
失
っ
て
、
山
中
な
る
装
飾
と
な



っ
て
い
る
が
。

こ
の
ス
カ
ー
フ
は
敦
埠
の
写
真
ー
で
も
、

同
様
に
松
本
氏
敦
題
画
の
研
究
附
図

〈

H
H匂
P
H
N
o
v
・H
N
N
P
H
N
ω
”r
H
N
ω
σ

－H
N
A
F
F
H
N
H
O
〉
に

も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
法
隆
寺
壁
画
の
飛
天
の
如
く
、

は
た
又
西
域
の
千
仏
澗
や
敦
燈
の
飛
天
が
美
し
い
「
羽
衣
」
を
ま
と
っ
て
天

上
を
舞
っ
て
仏
を
こ
と
ほ
い
で
い
る
の
と
規
を
一
に
す
る
。

兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉

キジール武人像〈グルγドウェデルのスケッチ〉
Le Coq Buried Trea鵠 r闘 ofChinese Turkistan 

〈源氏論文より複写〉

12 

こ
れ
ら
は

『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
第
五
、
凝
円
寺
、
宋
雲
恵
生
西
域

巡
行
記
中
「
子
岡
国
」
の
条
、

至
＝
子
岡
国
－
、
王
頭
著
－
－
金
冠
一
似
＝
鶏
瞭
－
頭
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

垂
三
一
尺
生
絹
－
広
五
寸
、
以
為
レ
飾
。

頭。
後。

（
大
正
蔵
、

( 107) 

第
五
十
一
、

一
O
一
九
頁

a〉

帯。『
ー、北

垂。さ
之。西
於。域
竺。伝
、ー園、

坐魯

金面
加罰1 L一
子の

~ ~ 
0 -

。
。
。
。
。

其
玉
頭
繋
＝
採

ω
g
z・
〉
ロ

aoロ
仲
間

F
o
g
D
司円、・

F
H
M
一

ω
g
z－
ω
R
E
a
E
 

司
F
－
n
M
M〈

以
上
か
ら
し
て
、
七
・
八
世
紀
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
一
帯

に
も
こ
の
風
習
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
然
し

て
、
そ
の
ル
l
ツ
は
サ
ザ
ン
朝
や
パ
ル
チ
ヤ
時
代
の
ベ
ル



兜
絞
毘
沙
門
天
の
背
景

（高
橋〉

シ
ャ
に
そ
の
例
を
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
前
掲
写
真
日
の
コ
ス
ロ

l
二
世
や
パ
ラ
l
ム
二
世
等
ベ
ル
シ
ャ
の
王
の
像
の
後
方
に
は
必
ず
二
条

の
布
が
は
た
め
い
て
い
る
。

D
、
左
あ
わ
せ
の
服

杜
氏
通
山
内
西
域
伝
「
且
末
国
」
に
、

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
梁
書
」
諸
夷
伝

「
末
国
」
の
条
や
、

「
南
史
」
夷
箱
伝

「
末
国
」
の
所
に
も
同
じ
表
現
が
あ
っ

て

「
首
の
所
を
あ
け
て
、
左
任
せ
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は

マ
ト
世

l
ラ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ス

ル
フ
コ
タ
ル
出
土
の
カ
ニ
シ
カ
の
巨
大

な
石
像
〈
写
真
凶
〉
や
写
真
ロ
の
ク
ツ

チ
ヤ
の
武
人
像
等
の
遊
牧
民
の
服
装

で
、
六

・
七
世
紀
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

一
帯
に
流
行
し
た
イ
ラ
ン
系
男
子
の
服

装
で
あ
っ
た
。

源
説
宗
氏
は
「
仏
教
美
術
」

十
五
号

「土
人
前
髪
著
一
一
旋
回
－
小
納
衣
為
レ杉

則
附
レ
顕
而
縫
前
」

13 Ancient khotan XIV (Rawak stupaの解説〉より複写

( 108) 



14 Ancient khotan XIV (Rawak stupaの解説〉より彼写

（
昭
和
五
年
一
月
）
に
次
の
如
く
述
べ

て
い
る
。

「兜
桜
山
地
沙
門
は
何
れ
も
支

郊
で
は
胡
風
と
せ
ら
る
る
左
社
で
あ
る

こ
の
服
装
に
松
も
相
近
い
も
の
を

西
域
に
求
め
て
み
る
。
ギ
ジ
l
ル
、
即

安
西
域
の
故
地
に
お
い
て

〉
・の『
C
D
g
o門
同
色
氏
の
〉
日
マ
H内

z
g
o｝

回
同

の
壁
画
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
中
央

の
人
物
が
お
て
い
る
も
の
は
恐
ら
く
皮

(109〕

ホ
製
の
も
の
か
と
見
え
る
が
、
そ
の
左

れ
に
し
て
且
つ
膝
ま
で
も
達
す
る
長
き

岡
山
帆
キ
A
F

、

1
1
 ま
さ
し
く
兜
紋
昆
沙
門
の
そ
れ

に
同
じ
も
の
」
と
述
べ
て
い
る。

で
は
左
上
位
と
い
う
忠
怨
か
ら
左
が
前
に
出
る
然
し
初
は
右
が
前
に
出
て
左
が
か
く
さ
れ
る
）

こ
う
し
た
影
響
か
ら
兜
撤
回
M

に
は
左
杭
せ
が
多
い
。
勿
も
右
任
せ
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中
国
文
化
の
西
漸
の
彬
．
粋
で
あ
る
。

（
中
国

即
ち
左
任
せ
と
し
て

は
大
英
博
成

ス
タ
イ
ン
招
来
紙
本
（
訟
本
、
附
図
一
二

O
a）

兜
絞
毘
沙
門
天
の
背
対
（
高
緩
〉



兜
附
臥
毘
沙
門
天
の
掛
H
R
M

〈
高
橋
〉

ベ
リ
オ
招
来
紙
本
ハ
ス
タ
イ
ン
と
同
版
）

（松
本
附
図
二
二

C
〉

ル
ー
ブ
ル
博
蔵

安
西
省
万
物
峡
石
館
内
壁
画
（
A
D
九
O
O年
頃
〉

剛
寺
智
・
川
水
本
兜
紋
毘
沙
門
天
像
〉
が
、

然
も
前
掲
の
ク
ツ
チ
ヤ
武
人
画
の
如
く
、
長
万
を
縦
に
垂
ら
し
、
短
刀
を
績
に
恰
も
十
字
の
如
く
さ
し
た
像
が
出
て
来
る
。
日
本
の
醍

な
く
な
る
。
更
に
こ
れ
も
普
通
見
沙

門
天
で
は
武
装
し
な
い
方
が
普
通
と

な
る
。
こ
れ
も
兜
蹴
形
の
特
異
性
の

一
つ
で
あ
る
。

更
に
兜
蹴
形
の
特
性
の

一つ
は
正

面
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
シ
リ
ヤ
の

パ
ル
ミ
ラ
の
像
以
来
の
疋
而
性
の
影

響
を
う
け
て
い
る
と
い
え
よ
う。

か
く
し
て
、
前
述
し
て
来
た
よ
う

に、

ヰ
を
天
上
界
に
運
ぶ
鳥
、
そ
し

て
火
、
更
に
神
聖
さ
を
示
す
羽
衣
を

思
わ
す
裁
布
、
そ
し
て
遊
牧
民
の
服

装
そ
し
て
帯
万
、
又
正
面
性
等
、

敦
埋

〈
松
本
尽
き
足
音
H
N
H
σ
）

の
如
く
一
木
万
に
な
り
遂
に
は
手
に
も

っ
て
も
肢
に
は
さ
さ

ま

マトウ ーラ！！$.蔵

( 110) 

カニシカ半身像マトウーラ出土15 



さ
に
ベ
ル
シ
ャ
文
化
の
影
抑
．
陛
然
た
る
も
の
を
そ
こ
に
見
る
思
い
で
あ
る
。

4 

こ
う
し
て
考
え
て
来
る
と
、
兜
獄
像
は
ベ
ル
シ
ャ
の
文
化
闘
で
形
成
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
僑
〉

考
古
学
的
に
も
こ
れ
は
証
明
さ
れ
る
。

一
歳

一
博レプカ

即
ち
ス
タ
イ
ソ
の

〉
ロ
o
－oD件
関
y
og
ロ

で
一市
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

〈
同
州
帥
謡

曲

W

の

的
宮
宮

の
説
明
写
真

出
〈
〉
、
務
の
ま

カニシカ半身像

わ
り
に
、
沢
山
の
仏
菩
躍
の
像
が
ぐ
る
り

( 111) 

と
ス
ト
ゥ
ッ
コ
で
作
ら
れ
て
い
る
中
に
、

地
天
が
神
の
足
下
に
涌
現
し
て
い
る
の
が

二
つ
見
え
る
。

スノレフコタル出上

こ
の
中
で
、
写
真
臼
の
方
は
写
真
日
の

ス
ル
フ
コ
タ
ル
出
土
の
カ
ニ
シ
カ
モ
像
の

如
き
も
の
の
足
下
に
豊
か
な
乳
房
を
も
っ

た
女
神
が
涌
出
し
て
い
る
。

16 

も
う
一
つ
の
写
真
M
の
方
は
写
真
日
の



兜
附
臥
毘
沙
門
天
の
胡
H
R
M

（
向
橋
〉

マ
ト
ヲ

l
ラ
出
土
の
カ
ニ
シ
カ
像

の
如
き
遊
牧
民
ら
し
い
ズ
ボ
ン
と

ブ
ー
ツ
姿
の
下
半
身
の
下
に
涌
現

し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
る
べ
き

事
柄
で
あ
る
。
一
史
に
写
日
刀
の
示

す
が
如
く
数
埠
の
千
体
仏
の
紙
木

の
中
か
ら
、
や
は
り
カ
ニ
シ
カ
王

の
如
き
服
装
を
し
て
、
地
天
の
上

に
立
っ
て
い
る
も
の
が
出
て
い
る

ハ
ω
25
a由
同
の
ロ

デ
リ
1
中
亜

博
蔵
〉
。
こ
の
像
は
又
前
述
の
如

く
れ
何
の
羽
根
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な

冠
を
か
ぶ
り
、
飛
天
の
羽
衣
の
如

き
祢
絹
を
左
右
に
垂
ら
し
て
い
る
。

放1-'1出土兜践毘沙門天像紙本
Serivdia （四巻） XCII デリー中迎WI-蔵

(112〕

17 

こ
れ
ら
は
共
に
カ
ニ
シ
カ
の
下
半
・
北
像
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
ク
シ
ャ
ン
初
で
は
ス
ル
フ
コ
タ
ル
の
神
般
に
カ
ニ
シ
カ
や
フ
グ
ィ
ジ
カ

を
神
と
し
て
記
っ
て
い
た
か
ら
、
カ
ニ
シ
カ
等
の
ク
シ
ャ
ン
の
武
人
出
W
Eを
モ
デ
ル
と
し
て
兜
隊
形
が
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
百

ク
シ
ャ
ン
の
支
族
で
あ
る
。
ホ
l
タ
ン
王
を
模
し
て
兜
紋
形
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
写
真
1
の
毘

歩
ゆ
ず
っ
て
、



沙
門
天
の
待
者
が
頭
上
高
く
赤
子
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
を
証
し
、
且
つ
又
前
述
の
大
先
加
立
兜
鉱
蔵
王
呪
経
の

「権
現
兜
蹴

国
大
正
形
相
像
」
が
、
こ
の
聞
の
消
息
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
兜
紋
像
は
邪
鬼
で
は
な
く
、

地
天
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
地
天
を
絡
む
の
で
は
な
く

逆
に
地
天
が

「旅
げ
も
つ
」
即
ち

他
動
的
に
踏
ま
れ
る
の
で
は
な
く

主
体
的
意
識
的
に
捧
げ
も
つ
所
が

注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

』
こ
に
適
切
な
が
例
が
あ
る
。

そ
れ
は
写
日
時
の
コ

l
タ
ン
の

同
内
四
回
白
h
－色野

よ
り
発
見
さ
れ
た
紙

本
墨
画
の
一
断
片
で
あ
る
。

こ
れ

は
上
の
天
王
は
上
半
身
が
失
わ
れ

て
い
る
が
毘
沙
門
天
王
の
下
半
身

耐
児
以
毘
沙
門
天
の
初
H
n
M
〈
向
橋
〉

5 

コータソの Khadalik発兜践像
Scrivdia四巻 XCIKha, i, 50 

c 113) 

18 



兜
践
見
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉

は
明
ら
か
に
開
制

wdgw
出
土
の
像
に
似
て
い
る
。
松
本
氏
は
教
埠
画
の
研
究
で

「
胴
の
緊
窄
せ
る
イ
ラ
ン
式
服
装
を
著
け
て
居
る
こ
と

は
明
瞭
に
観
取
せ
ら
れ
る
。
然
も
こ
の
画
の
製
作
年
代
が
七
世
紀
頃
と
推
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
て
極
東
の
兜
践
見
沙
門
天
の
起
源
を

考
え
る
上
の
貴
重
な
る
研
究
資
料
と
見
倣
し
得
る
。

即
ち
イ
ラ
ン
式
服
装
と
毘
沙
門
天
と
の
結
合
が
、

そ
の
時
代
に
和
岡
地
方
に
於
て

見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
兜
駿
毘
沙
門
天
像
の
発
生
に
関
す
る
地
現
的
源
泉
を
暗
示
せ
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
」

ハ
全
書
四
四
九

頁
〉
と
言
っ
て
い
る
。

と
に
か
く
、
パ

l
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ

l
ラ
以
来
の
邪
鬼
を
ふ
ん
ま
え
る
伝
統
に
立
つ
普
通
形
の
像
と
は
、
全
く
異
質
な
像
の
出
現
と

い
易
え
よ
、
っ
。

然
ら
ば
何
故
に
こ
の
よ
う
な
立
場
が
出
来
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
私
は
金
光
明
最
勝
王
経
に
、
今
ま
で
と
は
異
っ
た
立
場
の
飛
踏

の
源
泉
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
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『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
八
「
堅
牢
地
神
品
』

。
。
。
。

繭
時
堅
牢
地
神
即
於
＝
衆
中
－
従
レ
座
而
起
、
合
掌
恭
敬
、
而
白
レ
仏
言
、
世
尊
、
是
金
光
明
最
勝
王
経
、
若
現
在
世
、
若
未
来
世
、
若

在
－
－
城
邑
楽
落
王
宮
楼
観
、
及
阿
蘭
若
山
沢
空
林
－
、
有
＝
此
経
王
流
布
之
処
－
、
世
尊
、
我
当
τ往
＝
詣
其
所
、
供
養
恭
敬
擁
護
流
通
ヘ

若
有
＝
方
処
－
、
為
－
一
説
法
師
－
敷
－
－
置
高
座
ス
演
－
－
説
経
－
者
、
我
以
－
－
神
力
－
、
不
レ
現
－
－
本
身
－
、

在
－
－
於
座
所
－
、

頂
－
－
戴
其
足
－
、

中

嬰
〉
、
爾
時
堅
牢
地
神
白
レ
仏
言
、
世
尊
、
以
＝
是
因
縁
－
、
若
有
τ
四
衆
、
昇
＝
於
法
座
、
説
申
是
法
主
時
、
我
当
下
昼
夜
擁
＝
護
是
人
－
、

白
隠
－
－
其
身
－
、
在
エ
於
座
所
－
、
頂
申
戴
其
足
阜
、

（
大
正
蔵
、
十
六
、
四
四

O
頁

a
c〉
傍
線
筆
者

『
同
経
』
、
巻
第
八
「
王
法
正
論
品
」

爾
時
此
大
地
神
女
、
名
目
コ
堅
牢
－
、
於
＝
大
衆
中
－
、
従
ν座
而
起
、
頂
－
－
雄
仏
足
－
、
云
々
〈
大
正
蔵
、
十
六
、
四
四
ニ
頁

a
〉



と
あ
る
。
即
ち
地
神
は
説
法
師
の
為
に
、

「
自
分
の
神
力
を
も
っ
て
、
自
ら
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
に
、
仏
の
座
所
の
下
で
、
そ
の
御
足
を
頂

戴
致
し
ま
す
」
と
世
尊
に
「
哲
顕
」
を
た
て
い
る
。
即
ち
「
支
え
も
つ
」
こ
と
を
自
覚
的
に
普
い
を
た
て
て
い
る
。
こ
こ
が
バ

l
ル
フ
ッ

ト
と
立
場
の
異
る
所
で
あ
る
。

堅
牢
地
神
が
そ
の
普
願
に
従
っ
て
天
王
の
足
を
頂
戴
す
る
と
同
時
に
、
毘
沙
門
天
王
自
体
が
普
願
を
た
て
て
い
る
。
即
ち
金
光
明
最
勝

玉
経
四
天
王
護
国
品
第
六
に
、

爾
時
多
聞
天
王
。
従
レ
座
而
起
白
ν仏
言
。
世
尊
。
我
有
－
－
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
法
－
。
若
有
＝
衆
生
－
。
楽
＝
受
持
－
者
。
功
徳
無
量
。
我
常

擁
護
令
下
彼
衆
生
離
レ
苦
得
ν楽
。
能
成
中
福
智
二
種
資
糧
よ
欲
－
－
受
持
－
者
先
当
レ
諦
－
一
此
護
身
之
呪
－
即
説
ν呪
日
：
：
：
（
大
l
m
l四
三

O
C）

 

（
傍
線
筆
者
）

叉

( IlS) 

世
尊
。
我
若
見
－
－
此
諦
呪
之
人
－
。
復
見
－
－
如
ν是
盛
－
－
興
供
養
－
。
即
生
コ
慈
愛
歓
喜
之
心
－
。
我
即
変
ν身
。
作
－
－
小
児
形
－
。
或
作
－
－
老
人

芯
調
之
像
－
。
手
持
＝
如
意
末
尼
実
珠
－
。
井
持
＝
金
鍾
－
。
入
－
－
道
場
内
－
。
身
現
＝
恭
敬
－
。
口
称
コ
仏
名
古
語
＝
持
呪
者
－
目
。
随
＝
汝
所

求
－
皆
令
ν如
ν顕
。
或
隠
コ
林
薮
－
。
或
造
－
－
宝
珠
－
。
或
欲
＝
衆
人
愛
寵
－
。
或
求
＝
金
銀
等
物
－
。
欲
ν
持
－
－
諸
呪
－
。
皆
令
ν有
レ
験
。
或
欲
－
－

神
通
寿
命
長
遠
。
及
勝
妙
楽
－
無
ν
不
ν
称
ν
心
。
我
今
且
説
－
－
如
ν是
之
事
－
。
若
更
求
ν余
皆
随
＝
所
願
－
悉
得
ν
成
－
－
就
。
宝
蔵
無
尽
功
徳

無
窮
－
。
仮
使
日
月
墜
－
－
堕
子
地
－
。
或
可
＝
大
地
有
ν時
移
転
－
。
我
此
実
語
終
不
コ
虚
然
、
常
得
－
－
安
隠
－
随
ν心
快
楽
－
。
世
尊
。
若

有
ν人
能
受
コ
持
読
諦
是
経
玉
－
者
。
議
－
－
比
呪
－
時
。
不
レ
仮
＝
疲
労
－
。
法
速
成
就
。
世
尊
。
我
今
為
－
－
彼
貧
窮
困
厄
苦
悩
衆
生
－
。
説
コ

此
神
呪
－
令
下
猿
＝
大
利
－
。

ハ
大
正
時

l
四一二一

c〉

ハ
傍
線
筆
者
）

即
ち
毘
沙
門
天
王
自
身
が
「
身
を
変
え
て
小
児
や
老
人
、
比
丘
の
姿
に
な
り
、
手
に
宝
珠
や
財
宝
の
袋
を
も
っ
て
、
仏
の
名
を
唱
え
、

兜
践
毘
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
〉



兜
駿
見
沙
門
天
の
背
景
〈
高
橋
〉

呪
を
と
な
え
る
者
に
願
い
を
か
な
え
し
め
よ
う
、
叉
た
と
え
日
月
が
地
に
陥
ち
て
も
、
大
地
が
動
い
て
も
、
こ
の
経
玉
を
と
な
え
、
呪
を

じ
ゅ
す
者
に
は
、
貧
困
や
苦
悩
か
ら
離
れ
し
め
、
大
利
を
得
さ
せ
よ
う
と
、
私
は
仏
に
お
普
い
致
し
ま
す
」
と
仏
に
普
う
、

い
わ
ば
地
天

と
毘
沙
門
天
の
二
重
の
普
願
の
上
に
こ
の
像
は
作
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

前
述
の
不
空
訳
の
見
沙
門
天
儀
軌
の
「
毘
沙
門
天
が
安
西
城
門
上
に
出
現
し
た
」
と
い
う
話
も
、
こ
の
神
の
「
普
願
」
と
、
こ
れ
を
ひ

た
す
ら
「
信
」
ず
る
衆
生
と
の
関
係
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

即
ち
、

1
、
夷
狭
が
攻
囲
す
る
。

2
、
経
を
請
す
る
と
神
兵
が
現
れ
る
。

3
、
蕃
部
は
驚
き
潰
え
た
。

4
、
金
色
の
鼠
が
現
れ
武
器
の

糸
を
か
ん
で
使
用
不
能
に
し
た
。

5
、
披
楼
に
光
明
天
王
が
現
れ
蕃
兵
の
逃
げ
る
の
を
怒
視
し
た
と
い
う
こ
れ
ら
の
話
の
根
本
は
「
経
を

請
す
る
」
こ
と
が
根
本
に
な
っ
て
い
る
。
調
す
と
は
、

ひ
た
す
ら
す
が
り
つ
く
信
で
あ
る
。
法
華
経
の
「
た
と
え
一
句
で
も
受
持
説
請
し

解
説
書
写
す
る
」
と
い
う
「
信
」
で
あ
る
。
然
も
信
と
は
仏
の
普
願
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

( 116) 

こ
う
考
え
て
来
る
と
、
こ
れ
こ
そ
「
上
求
菩
提
」
の
小
乗
の
立
場
で
は
な
く
、

「
下
化
衆
生
」
の
大
乗
へ
の
飛
躍
が
あ
り
、
こ
れ
あ
り

て
こ
そ
、
こ
の
地
天
が
天
王
を
捧
げ
も
つ
兜
政
形
の
見
沙
門
天
像
の
成
立
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

同州
w
d匂制
w
w

や
同
V
脚
色
色
町

W

の
像
の
あ
る
ホ
！
タ
ン
は
華
厳
経
の
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
大
乗
仏
教
の
早
く
か
ら
発
達
し
た
所
で
あ
る
。
こ

の
地
で
「
哲
願
」
を
軸
と
し
た
抱
駿
形
が
成
立
し
た
こ
と
は
け
っ
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。

む

す

ぴ

か
く
し
て
兜
獄
像
は
成
立
し
た
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
の
聖
樹
夜
叉
信
仰
、
即
ち
「
水
」
の
文
化
と
、
ベ
ル
シ
ャ
及
び
西
ア
ジ
ヤ
の
文
化
で

あ
る
正
面
性
・
烏
・
ス
カ
ー
フ
等
で
象
徴
さ
れ
る
、
砂
漠
の
所
調
「
火
」
の
文
化
等
を
合
し
た
見
沙
門
天
信
仰
が
ク
シ
ャ
ン
の
普
遍
的
世



界
で
成
立
し
た
。

然
も
そ
れ
ら
は
イ
ン
ド
の
大
地
の
生
命
力
の
表
象
た
る
樹
神
、
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク
シ
l
の
伝
統
た
る
財
宝
神
に
止
ら
ず
、

オ
ワ
シ
ス
国

家
を
お
び
や
か
す
強
力
な
遊
牧
国
家
と
の
緊
張
か
ら
、

ク
シ
ヤ

γ
朝
の
強
力
な
帝
王
観
を
加

タ
カ
l
ル
出
土
の
よ
う
な
武
神
像
を
経
て
、

え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
大
乗
仏
教
の
精
神
に
つ
つ
ま
れ
た
像
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
即
ち
「
替
願
」
を
「
信
ず
る
」
と
い
う
信

仰
に
支
え
ら
れ
て
、
兜
践
見
沙
門
天
像
の
成
立
を
見
た
。

ま
さ
に
兜
駿
形
こ
そ
、
東
西
の
文
化
、

の
大
乗
の

「
哲
願
・
信
」

に
よ
る
綜
合
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
も
の
で
あ

「
水
」
と

「火」

る。〔註〕ハ
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〉
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仏
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S
1
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・
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宅
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a
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S
「
空
に
先
立
ち
、
地
球
に
先
立
ち
、
神
に
先
立
ち
、
水
が
最
初
に
保
た
れ
、
す
べ
て
の
杯
芽
が
そ
の

兜
蹴
毘
沙
門
天
の
背
景
〈
高
橋
〉
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中
に
神
が
存
在
す
る
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刷
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